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東京消防庁初 視覚障害者向け「録音図書」を制作 

 

－ 視覚障害者に対し、防火防災に関する情報を発信 － 

 

東京消防庁では、視覚障害者向け録音図書を初めて制作しました。 

東京消防庁では、リーフレットやホームページなどを介して、都民に防火防災に関する様々

な情報を発信しており、これまでに視覚障害者に配慮した情報提供として、リーフレット等

に音声コードを貼付するなどの対策をとってきました。これに加え、東日本大震災以降、視

覚障害者の方から、防火防災に対する対応等についてもっと詳しく知りたいという要望が当

庁に寄せられていたことからこの度、防火防災情報を録音図書としてまとめ制作するに至り

ました。 

今般制作した録音図書は、「音声」として収録された防火防災に関する情報を「聴く」こと

ができるもので、視覚障害者の情報取得の一手段として大きな期待ができます。 

ＣＤ版については、利用者の利便性を考え、国際標準規格である DAISY（デイジー）規格

で収録をした、デジタル録音図書として制作を行いました。デイジー図書の制作は当庁とし

て初めての試みであり、制作に関するノウハウがないため、もともと東京消防庁本田消防署

と協力関係にあった葛飾音訳ボランティアの会に作業協力を依頼し、本録音図書は完成しま

した。 

なお、広く普及するにあたり日本社会事業大学（髙橋流里子教授）のご協力による監修を

いただきました。 

総収録時間は、ＣＤ版、カセットテープ版とも約２時間３０分で、安心・安全な生活を送

るために都民に知ってもらいたい防火防災に係る情報及び消防の歴史や過去の地震といった

消防に関する豆情報の２部構成となっています。（内容の見出しについては別紙参照。） 

東京消防庁では、今後、本録音図書を管内の図書館、視覚障害者団体、盲学校、視覚障害

者施設等に寄贈するなどして、視覚障害者の防火防災知識の向上を図るほか、視覚障害者に

対する更なる情報保障を進めていきます。 

 

 情報保障とは 

身体的なハンディキャップにより、情報を収集することができない者に対して、代替手段を

用いて情報を提供すること。 

  情報保障は、人間の「知る権利」を保障するものです。 

  

問合せ先 

 東京消防庁（代）３２１２－２１１１ 

 広報課報道係 内線 2345 ～ 2350 



別紙 

 

東京消防庁からのお知らせ 

～安心・安全な生活に役立つ防火防災情報～ 
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